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日
本
で
も
世
界
で
も
「
選
挙
に

勝
て
ば
、
も
し
く
は
勝
つ
た
め
に

何
を
し
て
も
い
い
」
と
際
限
な
く

権
力
を
行
使
す
る
政
治
家
が
多
く

見
ら
れ
ま
す
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
発
達
か
ら
、
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
や
権
威
主
義
（
パ
タ
ー
ナ

リ
ズ
ム
）
が
社
会
に
拡
が
り
や
す
く
な
っ
て
い

ま
す
。
社
会
を
「
憲
法
や
法
体
系
な
ど
既
存
の

社
会
秩
序
を
破
壊
し
国
民
を
分
断
す
る
力
」
か

ら
、
ど
う
守
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

例
え
ば
、
政
治
的
に
「
右
か
左
か
」
な
ど
と

「
敵
か
味
方
か
」
に
区
別
や
差
別
を
す
る
な
ど

単
純
な
二
元
論
で
話
を
す
る
こ
と
こ
そ
が
社
会

を
分
断
し
て
し
ま
う
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

解
決
策
の
一
つ
に
、
日
本
共
産
党
の
５
０
０

万
人
対
話
ア
ン
ケ
ー
ト
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

一
人
ひ
と
り
の
政
治
的
要
求
や
意
見
、
生
活
実

感
な
ど
を
聞
き
取
る
。
意
見
が
違
う
人
も
い
れ

ば
、
部
分
的
に
同
じ
人
も
い
ま
す
よ
ね
。
自
分

も
相
手
も
「
敵
味
方
の
二
元
論
的
思
考
」
か
ら

逃
れ
、
対
話
に
よ
っ
て
「
同
意
」
や
「
合
意
」

の
プ
ロ
セ
ス
を
学
べ
る
。
要
求
運
動
で
政
治
変

革
の
希
望
が
あ
る
と
国
民
に
伝
わ
れ
ば
、
「
分

断
で
な
く
連
帯
を
生
み
出
せ
る
最
良
の
政
治
的

ツ
ー
ル
」
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
ま
）

香
川
県
議
会
で
過
半
数

を
占
め
る
最
大
会
派
の
自

民
党
県
政
会
は
３
月
19
日

の
本
会
議
で
「
旧
姓
の
通

称
使
用
」
法
制
化
を
求
め

る
意
見
書
を
提
案
し
ま
し

た
。
日
本
共
産
党
の
樫
昭

二
県
議
ら
２
人
が
反
対
討

論
を
し
ま
し
た
が
、
自
民

党
県
政
会
と
み
ら
い
香
川

の
賛
成
多
数
で
意
見

書
案
が
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

同
意
見
書
は
「
国

に
お
い
て
は
、
旧
姓

の
通
称
使
用
拡
大
推

進
に
関
す
る
法
律
を

制
定
し
、
官
民
に
お

け
る
さ
ら
な
る
通
称

使
用
拡
大
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
国
民

へ
の
周
知
徹
底
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
」

と
し
、
現
行
の
戸
籍
制
度

の
堅
持
を
訴
え
て
お
り
、

選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度
実

現
の
議
論
を
大
き
く
後
退

さ
せ
る
も
の
で
す
。

「
明
る
い
民
主
県
政
を

き
ず
く
香
川
県
連
絡
会
」

は
、
本
会
議
の
前
に
意
見

書
に
反
対
す
る
抗
議
集
会

を
開
き
、
樫
県
議
が
「
通

常
、
意
見
書
案
を
提
案
す

る
会
派
が
事
前
に
案
文
を

配
布
す
る
が
、
今
回
は
表

題
だ
け
で
中
身
を
示
さ
ず

提
出
し
、
重
大
な
ル
ー
ル

違
反
だ
」
と
指
摘
。
県
新

婦
人
の
会
の
小
早
川
加
代

子
会
長
な
ど
が
選
択
的
夫

婦
別
姓
実
現
を
訴
え
や
意

見
書
へ
抗
議
し
ま
し
た
。

県
議
会
で
は
21
年
10
月

に
選
択
的
夫
婦
別
姓
制
度

の
議
論
活
性
化
を
求
め
る

意
見
書
を
可
決
す
る
な
ど
、

24
年
３
月
ま
で
に
香
川
県

内
の
自
治
体
の
全
議
会
が

同
制
度
の
議
論
活
性
化
や

法
制
化
を
国
に
求
め
る
意

見
書
を
可
決
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
昨
年
の
11
月

議
会
で
会
派
内
の
反
対
意

見
や
、
広
が
る
市
民
の
抗

議
の
声
を
受
け
、
「
夫
婦

別
氏
に
つ
い
て
慎
重
な
議

論
を
求
め
る
意
見
書
案
」

の
提
出
を
取
り
下
げ
て
い

ま
し
た
。

３
月
13
日
に
香
川
民
医

連
労
働
組
合
（
民
医
労
）

は
、
高
松
平
和
病
院
前
で

ス
ト
ラ
イ
キ
行
動
と
決
起

集
会
を
し
ま
し
た
。

民
医
労
の
井
下
庸
祐
執

行
委
員
長
が
主
催
者
の
あ

い
さ
つ
で
、
２
０
２
４
年

春
の
診
療
報
酬
、
介
護
報

酬
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス

報
酬
の
ト
リ
プ
ル
改
定
に

ふ
れ
、
「
訪
問
介
護
で
は

報
酬
の
引
き
下
げ
に
よ
り

事
業
継
続
が
困
難
で
、
全

国
で
倒
産
や
廃
業
が
相
次

い
で
い
る
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
中
小
の
病
院
は｢

人

が

【
２
面
に
つ
づ
く
】

選
択
的
夫
婦
別
姓

の
流
れ
に
逆
行

香
川
県
議
会
自
民
党
県
政
会
な
ど

｢

旧
姓
通
称
使
用｣

法
制
化
を
求
め
意
見
書
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【
３
面
か
ら
】

も
の
で
、

実
戦
で
使
用
さ
れ
る
機
動

式
戦
闘
車
、
装
甲
車
が
市

中
で
パ
レ
ー
ド
を
し
、
実

践
さ
な
が
ら
の
模
擬
戦
闘

訓
練
な
ど
平
和
を
脅
か
す

行
為
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

特
に
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル

ス
は
過
去
に
５
度
以
上
重

大
事
故
を
起
こ
し
て
お
り
、

ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
飛
行
は
危

険
極
ま
り
な
い
も
の
で
す
。

多
く
の
市
民
か
ら
批
判
の

声
が
上
が
り
、
「
郷
土
香

川
を
戦
場
に
す
る
な
！
県

民
連
絡
会
」
は
国
・
県
・

市
な
ど
に
申
し
入
れ
を
行

う
予
定
で
す
。

↑
ク
リ
ス
マ

ス
ロ
ー
ズ

←
さ
く
ら
ん

ぼ
の
花

今
回
か
ら
再
び
、
「
社
会
問
題

へ
の
対
応
形
態
と
し
て
の
『
社
会

保
障
』
が
、
資
本
主
義
社
会
の
発

展
段
階
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変

化
し
て
来
た
か
」
と
言
う
論
点
に

戻
り
ま
す
。

5
）
第
2
次
世
界
大
戦
後

の
社
会
保
障
の
発
展

①
第
2
次
世
界
大
戦
前
後
の

到
達
点
の
確
認

反
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
戦
い
の
中
で

ア
メ
リ
カ
と
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て

１
９
４
１
年
８
月
に
発
表
さ
れ
た

「
大
西
洋
憲
章
」
は
、
領
土
の
不

拡
大
、
政
体
選
択
の
自
由
、
各
国

間
の
経
済
協
力
、
恐
怖
及
び
欠
乏

か
ら
の
解
放
、
公
海
の
自
由
、
武

力
行
使
の
放
棄
な
ど
を
内
容
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
第
５
原
則

と
し
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
改
良
さ
れ

た
労
働
水
準
、
経
済
的
進
歩
、
社

会
保
障
を
確
保
す
る
目
的
を
も
っ

て
経
済
分
野
に
お
け
る
全
て
の
国

家
の
完
全
な
る
協
力
を
も
た
ら
す
」

こ
と
を
規
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、

Ｉ
Ｌ
Ｏ
は
、
１
９
４
２
年
に
「
社

会
保
障
へ
の
道
」
を
発
刊
す
る
と

と
と
も
に
、
１
９
４
４
年
の
第
26

回
総
会
で
は
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
宣
言
」
を
採
択
し
、
そ
こ
で
は
、

「
一
部
の
貧
困
は
、
全
体
の
繁
栄

に
と
っ
て
危
険
で
あ
る
」
、
「
欠

乏
に
対
す
る
戦
は
、
各
国
内
に
お

け
る
不
屈
の
勇
気
を
も
っ
て
、
か

つ
、
労
働
者
及
び
使
用
者
の
代
表

者
が
、
政
府
の
代
表
者
と
同
等
の

地
位
に
お
い
て
、
一
般
の
福
祉
を

増
進
す
る
た
め
に
自
由
な
討
議
及

び
民
主
的
な
決
定
に
と
も
に
参
加

す
る
継
続
的
か
つ
協
調
的
な
国
際

的
努
力
に
よ
っ
て
、
遂
行
す
る
こ

と
を
要
す
る
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

更
に
、
１
９
４
８
年
の
国
連
総

会
で
採
択
さ
れ
た
「
世
界
人
権
宣

言
」
で
は
、
社
会
保
障
は
「
人
間

の
権
利
で
あ
る
」
こ
と
が
謳
わ
れ
、

社
会
保
障
は
、
労
働
者
・
国
民
の

生
存
の
権
利
と
し
て
、
（
理
念
的

に
は
）
世
界
的
に
確
認
さ
れ
た
と

言
っ
て
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

こ
う
し
て
社
会
保
障
の
権
利
が

国
際
的
に
承
認
さ
れ
て
行
っ
た
背

景
に
は
、
大
恐
慌
の
際
に
社
会
保

険
制
度
が
十
分
に
は
機
能
し
な
か
っ

た
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
・
ド
イ

ツ
・
イ
タ
リ
ア
な
ど
が
そ
の
解
決

策
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
侵
略
政
策
に

求
め
た
こ
と
へ
の
ア
ン
チ
テ
ー
ゼ

（
反
論
）
と
言
う
側
面
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
含
め
て
、

連
合
国
側
が
戦
争
目
標
の
中
で
社

会
保
障
の
重
視
を
打
ち
出
し
た
根

源
に
あ
っ
た
の
は
、
労
働
者
階
級

の
歴
史
的
な
戦
い
と
要
求
で
す
。

労
働
者
階
級
を
中
心
と
す
る
勢
力

に
よ
っ
て
成
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
の

人
民
戦
線
政
府
の
政
策
な
ど
が
大

き
く
影
響
し
た
こ
と
は
間
違
い
あ

り
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
を
考
え
る

高
齢
化
、
人
口
減
少

そ
し
て｢

大
軍
拡｣

の
流
れ
の
中
で

22

社
会
保
障
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
る
会

準
備
会

藤
井

明
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